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　monologueの意味には“一人芝居”というのもある．一人芝居なら何をやってもよさそう
なものだが，まわりの方々からのご批判や共感を糧としたい．
　昔も今も“コンピュータは意味を扱わない”という主張がある．“10円”には意味がある
が“＋10”は単なる数値，ましてや“1010”は1と0の組合せに過ぎない，というわけである．
ここで「“意味”の意味は？」などと問うてもまともな返答が返ってくることはまれで，ひ
たすらにコンピュータの無機質さが強調されることが多い．同じように，「コンピュータは，
データ処理は行うが情報処理は行わない」とも言われる．データに意味を付加したものを情
報と呼ぶ流儀である．この種の主張は，「だから意味を扱わないデータ処理の重要性は，意
味を考える分野よりははるかに小さい」という風に使われる．“意味を表現し扱うためのデ
ータ処理”の研究・開発の努力を過小評価している．特集「工学と芸術を融合する若い息吹」
は土井美和子，原島博がエディタ．多方面にわたる“意味の扱い”に目を開かせてくれる記
事群である．何よりも見て楽しい．透明人間の作り方や人工個性の話など，興味が尽きない
内容である．それぞれの記事でさらっと示されている各種の表現方法や仕組みについて，そ
れらの実現にともなう努力の重みを理解しない読者は，「情報処理」に限っては，存在しな
いものと信じたい．
　「センサネットワークのためのデータベース技術」（白石陽）は，個々に小型DBを有する
センサ群の制御の話．能動的なナノマシンによる人類の危機，といったSFが頭をよぎった．
　「GHzプロセッサを支える高速回路技術」（乾重人，深石宗生）は，コンピュータの高速化
技術の動向を多方面から解説した記事．低速時代の方式が再登場しているという紹介部分
もあり，1回ではもったいない内容だったかと思う． 

　人の世も電子世界も，相手を信用したり信用しなかったりと忙しいが，単純な電子署名
を，範囲も実用性も広げる試みの紹介が佐古和恵他の「セキュリティとプライバシを両立さ
せる匿名認証技術について」という記事．グループ署名という暗号プロトコルが中心である
が，地の文も数式も分かりやすくはないと感じるのは，暗号記事一般のことか編集子の理解
力不足のせいか．
　故高橋延匡先生が“コンパイラはCSの代表的な果実の1つ”とおっしゃっていたが，鈴木
貢をエディタとする「21世紀のコンパイラ道しるべ」の連載が始まる．まず慣れない人向け
の丁寧な概要（中田育男，渡邊坦）から．展開が楽しみである．
　今号からはいくつかの連載がスタートするが，松井くにお，田中穂積がエディタとなる
「ナレッジマネジメント」もその1つ．SECIモデルと呼ばれる，“回してスパイラルに向上さ
せる”イメージがベースだが，これも別の意味でこれからが楽しみである．さらに天野真家，
大谷真，比屋根一雄がエディタの「オープンソース事情」も，コラム形式の連載として始ま
った．第1回目は「OSS発展への期待」（桑原洋）．フォーラムやコミュニティの活動の現状
の紹介から始まった．
　コラムの「標準化よもやま話」は“うるう（閏）秒”の話題（平野芳行），かと思ったらそれ
は前振りで，日付・時間の表記法の話だった．「私の情報整理術」（山下達雄）はChangeLog

メモを使った自分用DBの話．昔読んだ星新一の「日記ロボット」を思い出した．(Kuwm)
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